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【審査結果】  

2021 年 7 月 10 日 、澤 田 ゆ か り（ 主 査 ）、青 山 亨 、岡 田 昭 人 、青 木 雅 浩 、藤 公

晴 （ 青 森 大 学 ） か ら な る 審 査 委 員 会 は 、 ス チ ン ゴ ワ 氏 よ り 提 出 さ れ た 博 士 学 位

請 求 論 文 “ Mongols  in  N atu r e, Mon gol s w ith  N a ture , Nat ure  to  M o ngol s wit h 

Spec ial  Pers pec ti ve o f N a ture  Va l uati on ”の 審 査 お よ び 口 述 に よ る 最 終 試 験

（ 公 開 審 査 ） を 実 施 し 、 全 員 一 致 で 博 士 （ 学 術 ） の 学 位 を 授 与 す る に ふ さ わ し

い 研 究 で あ る と の 結 論 に 達 し た 。  

 

【論文の構成】  

Introduction 

Chapter 1 Literature Review 

Chapter 2 Environmental Degradation and Destruction in Inner Mongolia 

Chapter 3 The Holistic Intrinsic Value 

Chapter 4 Nomadic Migration and Value of Nature 

Chapter 5 Shamanism in Human-Nature Relationship 

Chapter 6 Land Privatization and the Instrumental Value of Nature 

Chapter 7 Alienation of Human and Nature 

Conclusion 

 

【論文の概要】  

各章の内容は、以下の通りである。  

序章では、本論文の目的として、環境倫理学の基本理論である「人間と自然の関係」を

再考することを掲げている。自然と人間を対立的に捉えるのではなく、人間と自然の一体
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性を求める新しい理論の枠組みである「ホリスティック固有価値」を提唱することで、本

研究は人間と自然の関係の多様性を考慮し、一つの民族の自然観において綿密な分析に耐

えうる精度の高い理論構築の可能性を示している。  

また序論では、環境倫理学の先行研究で主張されてきた「固有価値」「有用価値」「関

係価値」の理論的限界をそれぞれ批判的に検討するとともに、内モンゴルにおける人と自

然との関係の事例から、遊牧における人間と自然の関係が「ホリスティック固有価値」の

統合であることを示唆している。  

この命題を裏付けるために、序章では次の 3 つの設問が提示されている。  

1）遊牧における人間と自然の関係性は、環境倫理学の視点からどのように捉えられるの

か。既存の理論だけで説明が可能なのか、あるいは別の説明モデルが必要なのか。  

2）内モンゴルにおける経済発展および近代化の進展が伝統的環境思想と対立する状況に

ついて、環境倫理学の視点からどのようなアプローチが可能なのか。  

3）遊牧が人間中心主義に傾斜しつつある現状において、自然を優先する「ホリスティッ

ク有用価値」を論じる意義はどこにあるのか。  

以上の設問に答えるべく、第一章では、環境倫理学と遊牧に関する先行研究を整理・分

析している。まず遊牧とシャーマニズムに関する歴史学と文化人類学の先行研究を紹介し

たうえで、1970 年代以降の環境倫理学の諸学説について主要な主張と反論をまとめ、自然

と人間の疎外を論じた最先端の研究動向に注意を促している。また本研究が依拠した資料

と方法については、環境倫理学の先行研究に加えて内モンゴルの環境問題と遊牧に関する

文献研究を網羅することで得た二次データを活用したこと、さらに著者自身が内モンゴル

での実生活から体得した経験的観察にも立脚したことが示されている。  

第二章では、モンゴル社会・文化の概観したのち、近年の人口増加による経済活動の多

様化によって、人々が伝統的な遊牧生態系から乖離し、内モンゴルの環境に負荷を与えた

過程を論じている。筆者によれば、こうして生じた環境問題は人間と自然の関係における

有用価値を反映しており、草原は再生なき利用に費やされたといえる。  

第三章は、本論の理論的枠組の設定であり、論文全体の説明モデルが提示されている。

筆者は、環境倫理学の「有用価値」「関係価値」「固有価値」について批判的考察を行い、

人間と自然の関係を総体としてとらえる「ホリスティック固有価値」を新たな観点として

提唱している。  

第四章は、遊牧における自然と人間の関係を分析している。まず移動と遊牧生態系の概

念を定義したうえで、遊牧生態系における人間と家畜、野生動物、植生との関係性を伝承

や慣習・タブーあるいは自然に対する表現から記述し、モンゴルの遊牧民が草原を公共財

として扱ってきた歴史を振り返って、これらを「ホリスティック固有価値」を体現したも

のとして評価している。  

続く第五章は「シャーマニズム」を介したモンゴル人と自然との関係を論じている。筆
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者によれば、モンゴルのシャーマニズムは遊牧自然観の基礎となる神聖な信念を含んでお

り、自然と人間の関係を宗教的に概念化したものであることが指摘されている。  

第六章では「土地使用権」の私有化が遊牧状況に与えた負の影響について検討を行い、

近年の内モンゴル地域における土地使用権の私有化によって遊牧経済が農業・工業に転換

し、市場経済の一部に組み込まれることで、人間と自然の調和的な関係が崩れ、自然優先

主義から人間中心主義に移行していく段階が詳細に解説されている。 

第七章では遊牧に内在する自然中心的な関係と現代化の対立状況が検証されている。  

結論では、以上の議論を踏まえて、遊牧民の自然価値を分析するためには「ホリスティ

ック固有価値」からのアプローチが最も適していることを主張し、モンゴル以外の多様な

文化、地域あるいは原住民の自然評価においても有用であることを正当化している。 

 

【審査の概要】 

本論文に関する公開審査は 2021 年 7 月 10 日（土）14 時 00 分から約 2 時間をかけて、

ZOOM によるオンラインで実施された。審 査 委 員 会 の 構 成 員 は 、澤 田（ 主 査 ）、青 山 、

青 木 、岡 田 、お よ び 外 部 審 査 委 員 と し て 環境思想を専門とされる青森大学の藤氏の 5

名 で あ っ た 。  

審 査 で は 、 は じ め に 著 者 か ら 本 論 文 の 概 要 や 主 旨 に つ い て の 説 明 が な さ れ 、

そ の 後 に 各 審 査 員 と の 間 で 質 疑 応 答 が 行 わ れ た 。  

 本 論 文 は 以 下 の 点 に お い て 高 い 評 価 を 得 た 。  

ま ず モ ン ゴ ル の 遊 牧 民 と 自 然 観 と い う 語 り 方 か ら 環 境 倫 理 学 に 伏 在 す る 問 題

を 浮 き 彫 り に し 、 今 日 的 文 脈 か ら 新 し い 捉 え 方 と し て 「 ホ リ ス テ ィ ッ ク 固 有 価

値 」 を 提 示 し た こ と 、 こ れ に よ り 最 新 の 研 究 動 向 に 挑 戦 す る フ ロ ン テ ィ ア を 明

確 に し た 点 が 学 術 的 貢 献 と し て 評 価 さ れ た 。 ま た 環 境 倫 理 学 の 分 野 に お い て モ

ン ゴ ル 地 域 に 関 す る 文 献 資 料 が 極 め て 少 な い 状 況 を 鑑 み る と 、 本 論 文 の モ ン ゴ

ル 遊 牧 民 の 社 会 状 況 に 関 す る 詳 細 な 解 説 は 、 環 境 倫 理 学 に と っ て 貴 重 な 事 例 研

究 を 提 供 し た と い え る 。  

さ ら に 本 論 文 は 、 モ ン ゴ ル 人 の 伝 統 的 な 自 然 観 に 依 拠 し な が ら 広 範 囲 に わ た

る 文 献 調 査 と 質 的 デ ー タ 分 析 に よ っ て 、 モ ン ゴ ル 地 域 で の 環 境 保 全 の あ り 方 を

世 間 一 般 に 広 く 訴 え る 実 務 者 向 け の 材 料 と な り え る よ う 設 計 さ れ て お り 、 成 果

の 社 会 還 元 を 意 識 し て い る 点 も 注 目 に 値 す る 。  

以 上 の よ う に 環 境 論 理 学 の 先 行 研 究 で 見 ら れ な い 理 論 モ デ ル の 構 築 の 可 能 性 を

示 し た こ と は 、 今 後 に お け る 学 術 と 実 務 の 双 方 の 発 展 に 貢 献 す る も の で あ る と

言 え る 。  

他 方 、 問 題 点 と し て は 以 下 の 点 が あ げ ら れ た 。  

ま ず モ ン ゴ ル 地 域 研 究 と し て は 、 先 行 研 究 に 特 に 新 た な 知 見 を 提 供 す る も の
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で は な く 「 一 般 常 識 」 の 枠 に と ど ま る 部 分 が 散 見 さ れ る こ と 、 現 地 の シ ャ ー マ

ニ ズ ム や 土 地 所 有 の 問 題 に 関 し て は さ ら に 論 考 を 深 め る 余 地 が 残 っ て お り 、 分

析 結 果 が 記 述 内 容 に 十 分 に 反 映 さ れ て い な い 部 分 が あ る こ と が 指 摘 さ れ た 。  

さ ら に 新 し い 「 ホ リ ス テ ィ ッ ク 固 有 価 値 」 モ デ ル の 構 築 に 至 る 過 程 が 説 明 不

足 で あ る と の 指 摘 も な さ れ た 。 環 境 倫 理 学 の 既 存 の 議 論 に 対 し て 新 し い 理 論 を

構 築 ・ 提 唱 す る の で あ れ ば 、 こ の 分 野 で 論 じ ら れ て き た 既 存 の 理 論 枠 組 み や 概

念 と 緻 密 な 比 較 を 行 っ て 図 表 化 で 輪 郭 付 け し た う え で 、 評 価 シ ス テ ム の 構 想 と

し て 整 理 す れ ば 、「 生 物 多 様 性 及 び 生 態 系 サ ー ビ ス に 関 す る 政 府 間 科 学 -政 策 プ

ラ ッ ト フ ォ ー ム (IPBES)」に お け る 政 策 言 説 に 絡 め て 妥 当 性 を 提 示 す る こ と が で

き た は ず で あ っ た 。  

ま た 本 論 文 が と り あ げ た モ ン ゴ ル の シ ャ ー マ ニ ズ ム は 、 ア メ リ カ 先 住 民 の 自 然

信 仰 と 共 通 性 が あ る た め 、 地 域 の 特 殊 性 を 主 張 す る 分 析 と し て の 妥 当 性 に 疑 問

が 残 る こ と 、 モ ン ゴ ル 遊 牧 民 の 自 然 観 を 踏 ま え た 関 係 価 値 の 精 査 は 、 文 化 の 多

様 性 や 先 住 民 の 文 化 の 保 護 に も 通 じ る と い う 観 点 か ら も 重 要 で あ る が 、 本 研 究

で は こ れ ら の 点 が 必 ず し も 強 調 さ れ て い な か っ た こ と が 課 題 と し て 挙 げ ら れ

た 。  

 

以上、審査においては先行研究の整理と分析結果の手続き、および本論の核となる理論

構築の説明について問題点の指摘があったが、著者からはこれらを自覚したうえでの誠実

な返答があり、今後の研究における改善や発展が期待されるものであった。全体としては

今後の研究のための建設的な指摘であり、知的生産の貢献に向けた有益なコメントであっ

た。また本学の博士学位論文の評価基準にある実用的意義の面でも、環境保護のアドボカ

シーに貢献しうることが認められた。 

公開審査終了後、論文審査および最終試験の結果から、審査委員会は全員一致で、提出

された論文が本学の博士論文としての水準を十分に満たすものであると評価し、博士（学

術）の学位を授与することが適切であるとの結論に達した。 

 


